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9名の受講生全員が参加し、6月5日（日）に対面形式で実施することができました。ドク
タープログラムでは、受講生自らが決定・選択した課題研究に取り組みます。受講生は研究
の過程で、テーマに沿った観察や実験を行い、得られた結果をまとめて表や図に表したり分
析・解釈したりして考察を深めていきます。その際に必要になってくるのが表計算ソフトを
使ったグラフや表の作成技術です。
山﨑先生からは、Excelを使ってできることを、ユーモアを交えながらわかりやすく解説し
てもらいました。演習の時間を十分確保するとともにPCを一人一台準備し、山﨑先生の研究
室の学生3名からＴＡを務めていただいたこともあり、受講生の理解度と技術力は大きく向
上しました。

8月1日（月）、「受講生オリエンテーション」に引き続き、オンラインで実施しました。
山﨑先生からは「データを科学する」をテーマにお話をいただきました。受講生は、配本さ
れているテキスト「マンガでわかる統計学入門」（滝川好夫著、新星出版社）」を手元に置
きながら理解を深めていきました。データの種類、データと統計学、数値データとカテゴリ
データの違い、データをグラフなどで可視化する方法、エクセル入門など、難しい内容をわ
かりやすく解説していただきました。
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受講生には、今後
ますます増え続け
る一方の膨大な
データをどのよう
に活用していった
ら良いのかを考え
るきっかけとなる
お話でした。
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